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“黒い波” 
～震災８年 明らかになる巨大津波の実像～ 

２０１９年３月３日（日）午後９：００～９：４９（総合テレビ） 

東日本大震災は、膨大な津波の映像が克明に記録された、初めての大災害だった。陸地に到達した当初は

透明だった津波が、そのわずか５分後には真っ黒な色に変わっていた。“黒い波”はどのように生まれた

のか？震災から８年、最新の研究で、その正体が次第に明らかになってきた。巨大津波が入り組んだ湾に

進入すると、湾の狭くなった場所に津波の勢いが集中し、海底の土砂を深くまでえぐりとる。宮城県気仙

沼市では、津波が海底を7ｍもえぐり、大量の土砂を巻き上げ黒い波となっていたことがわかってきた。当

時のまま保管されている黒い海水を専門家が分析したところ、純粋な海水のみだった場合に比べ、黒くな

ったことで津波は強い破壊力を持ち、人々の命を奪っていった実態が明らかになった。黒い波は、より多

くの建物を破壊し、がれきを巻き込み、このがれきがさらなる大量破壊の連鎖をもたらしていた。また、

亡くなった人たちの「死因」について、これまでは９割が溺死とされてきたが、法医学者などは、土砂に

よる窒息やがれきによる圧迫死など、複合的な原因もあったのではないかとみて、再調査を進めている。

多くの人たちが異口同音に“黒い”と言い表してきた、巨大津波の真の姿。最新の解析や調査結果を当時

の映像や証言と照らし合わせ、黒い波の脅威を初めて明らかにする。 

 

拝啓 二十歳の自分へ 
～“震災タイムカプセル”８年目の旅立ち～  

２０１９年３月１１日（月）午後８：００～８：４５（総合テレビ） 

 

今年１月、岩手県・三陸沿岸の山田町でタイムカプセルが掘り起こされた。８年前、東日本大震災の直後に

埋められたものだ。当時、大沢小学校を卒業したばかりの６年生２９人全員が「二十歳の自分へ」と題して

手紙を書き、カプセルに入れた。今年二十歳となり成人式を迎えた彼らは、今の自分に宛てた手紙と再会し

た。被災によって、彼らは多感な１０代を厳しい環境の中で生きてきた。復興に向けて頑張ると誓い潜水士

となって防潮堤など復興工事に携わる人。故郷を離れたものの、今も震災の記憶にさいなまれる人。身近な

人の死に向き合えずにいる人。あれから８年。二十歳という人生の選択の時を迎えた彼らは、震災直後の自

身からのメッセージをどう受け止め、どのように次の一歩を踏み出すのか？二十歳の若者たちの旅立ちの

時に密着する。 

 

タイトルは仮です。 
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